
第３学年 国語科学習指導案 

 

日 時 平成３０年１１月３０日（金）９：３０～ 

場 所 浜田市立浜田東中学校 ３年１組教室 

授業者 福田 由紀 

 

１ 単元名  

災害時における情報の意義とメディアの役割について考える 

～比較読みをして自分の意見をもつ～ 

 

２ 単元のねらい  

  ○文章に関心をもち、進んで比較して読み、災害時における情報の意義とメディアの役割につ

いて自分の意見をもとうとする。        【国語への関心・意欲・態度】 

○文章を比較して読み、発信者の視点や立場をとらえ、根拠を明確にして、災害時における情 

報の意義とメディアの役割について自分の意見をもつことができる。【読む能力】 

○文章に用いられている漢字を正しく読んだり書いたりすることができる。 

【言語についての知識・理解・技能】 

 

３ 単元の評価規準 

国語への関心・意欲・態度 読む能力 言語についての 

知識・理解・技能 

文章に関心をもち、進んで比

較して読み、災害時における

情報の意義とメディアの役割

について自分の意見をもとう

としている。 

文章を比較して読み、発信者

の視点や立場をとらえ、根拠

を明確にして災害時における

情報の意義とメディアの役割

について自分の意見をもって

いる。（エ） 

文章に用いられている漢字を

正しく読んでいる。（ウ（ア）） 

 

４ 単元設定について 

本単元は、「読むこと」の指導事項「エ 文章を読んで人間、社会、自然などについて考え、自分

の意見をもつこと」に対応している。言語活動として、学習指導要領の言語活動例「イ 論説や報

道などに盛り込まれた情報を比較して読むこと」を踏まえ、「同じ出来事について書いた新聞記事を

比較し、述べられている内容について、書き手の視点や立場をとらえ、自分の考えを意見交換して

リーフレットにまとめる」という活動を行う。教科書教材である「いつものように新聞が届いた  

メディアと東日本大震災」は、東日本大震災時に東北の地方新聞社が、情報通信手段を失った被災

者の心と生活とを支える確かな情報を、使命感をもって伝え続けている様子が書かれている。情報

を発信する立場である記者の意図や願いに寄り添いながら読むことで、自分たちが日頃、受信者と

して受け取る情報の背後にある発信者の思いを想像したり考えたりすることができる教材である。

また、本文の他に、東日本大震災時の情報伝達に関する６つのエピソードもあり、災害時における

情報の価値や伝わり方、メディアの役割についてさまざまな視点から考えさせることができる。ま

た、地方紙と全国紙の報道の違いなどにも触れられており、立場の違いにより発信者が伝えたいこ

との違いが記事に現れていることや情報の取捨選択についても考えさせることができる教材である。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

    ＜個人情報保護のため省略＞ 

 

 

 

 

 

 

 地震発生時、生徒たちは小学校低学年であり、当時のニュースなどはあまり覚えていないと考え

られる。そこでまずは映像で当時のニュースや被害状況などを見せることで、視覚的に理解を促す。

また、生徒たちは１０月に PTA 講演会で防災士の方から災害時にどう行動すればよいのかという話

を聞いたり、１１月には人権集会で、東日本大震災のときにボランティアをされていた方の講演会

を聞いたりしているため、それらと関連付けて考えさせることができると考える。それによって、

教科書教材に出てくる実在の新聞社（河北新報）の記者の思いを実感として捉えやすくなると考え

る。そして教科書教材から、地方紙の役割と全国紙の役割との違い、被災者である河北新報の記者

の意図や心情がどのような記事や表現につながっていったのか、さまざまなメディアの違いなどを

読み取る。その際には、生徒自身の気づきを大切にし、ワークシートを使って考えを整理させたい。

学習活動の終わりには、リーフレットに自分の考えをまとめることで、その時間の学びの振り返り

としたい。２学年のときに「文章に表れているものの見方や考え方について、知識や体験と関連付

けて自分の考えをもつこと」について学習したことを踏まえ、この単元では自分の立場や根拠を明

確にして「意見をもつ」ということをねらいとしている。そこで、グループで意見交換をする際に

は、ワークシートや新聞記事を使い、どの部分を根拠にしてそのような意見を述べているのかとい

うことを示しながら伝えさせる。さらに、教科書教材だけではなく、実際に、全国紙と地方紙（河

北新報）の東日本大震災直後の記事と数日後の新聞記事とを資料として読み、比較することで、よ

り深い理解につなげたいと考える。さらに、自分の興味に沿った災害に関する図書資料を並行読書

し、単元をとおしてリーフレットにまとめ、自分の学びの広がりや深まりが意識できるように可視

化していく。リーフレットは「単元の最初に設定した個人の課題・教科書教材・新聞の比較・自分

が興味をもって読んだ図書資料・最終的に自分が考えたこと」の五つの構成要素で作成する。グル

ープでの意見交換はメンバーの組み合わせを変えながら、５人単位の小グループで行う。具体的に

は、本時では３月１２日と１４日の地方紙と全国紙と壁新聞とを比較する。それによって、同じ出

来事でも発信者の立場によって見出しの表現の仕方や数日経ったあとの新聞記事が占める割合が違

うことや、読者のニーズによって情報を取捨選択している記者の意図などにも気づかせたい。また、

壁新聞は、具体的な市役所での炊き出しの情報など、より身近な範囲の読者のニーズに応えようと

していることがうかがえる。まずは同じ記事を比較した者同士のグループで互いの気づきを共有し、

そのあとに違う記事を比較した者同士で交流する。そのように、様々な記事を比較することで多角

的に情報の意義やメディアの役割について考えさせたい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ 単元の指導計画と評価計画（全６時間） 

次 時 目標 主な学習活動 評  価 

国

語 

読

む 

言

語 

評価規準（評価方法） 

１ 

次 

１ ○単元の見通し

をもち、文章の

内容を大まかに

つかむとともに

漢字や語句を確

認する。 

①既習の学びを想起する。 

②東日本大震災について

知っていることを発表し、

映像を観る。 

③通読し、内容をつかむ。 

④災害時におけるメディ

アについて今後考えてみ

たいことや注目したいこ

とを書く。 

⑤単元の流れを確認する。 

 

 

 ○ 【言】文章に用いられている

漢字を正しく読んでいる。

（観察・ワーク） 

２ 

次 

２ 

 

３ 

○災害時におけ

る情報の意義と

メディアの役割

について、読み

取ったことをも

とに交流をとお

して考えを深め

る。 

①読解マップに読み取っ

たことをまとめる。 

②グループで意見交換し

ながら読みを深める。 

【ワールドカフェ方式】 

③読み取ったことや考え

たことをもとにリーフレ

ットを書く。 

○ ○  【読】根拠を明確にして自分

の考えをまとめている。（観

察・ワークシート） 

【国】交流で読みを深めよう

としている。（観察・読解マッ

プ） 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

本

時 

 

 

 

 

 

○地方紙と全国

紙とを比較し、

災害時における

情報の意義とメ

ディアの役割に

ついて自分の意

見をもつ。 

 

① 同日（3/12 と 3/14）の 

地方紙と全国紙の記事を

読み、相違点や発信者の意

図について気づいたこと

を記入する。（グループに

よって比較する新聞記事

の組み合わせを変える。） 

②個人→グループ（同じ記

事）→グループ（違う記事）

→全体の流れで意見交換

をする。 

③交流をふまえて考えた

ことをリーフレットに書

く。 

 

 

○  【読】地方紙と全国紙とを比

較し、災害時における情報の

意義とメディアの役割につ

いて自分の意見をもってい

る。（観察・新聞記事） 

 

３

次 

６ ○メディアの種

類や発信者の立

場による情報の

選択や情報の伝

わり方も考え、

リーフレットに

意見 をま とめ

る。 

①並行読書してきた本を

もとにリーフレットに自

分の考えを書き、完成させ

る。 

②リーフレットを見合う。 

※ 後日、読んだ本と一緒

に校内掲示する。 

○  ○ 【国】メディアの種類や発信

者の立場による情報の選択

や情報の伝わり方も考え、テ

ーマについての意見を書い

ている。（観察・リーフレッ

ト）【言】文章に用いられてい

る漢字を正しく書いている。

（リーフレット） 

 

 

 

味
見
読
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を
し
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並
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行
う 



６ 本時の学習（第２次 ５時間目） 

（１）本時のねらい 

   〇地方紙と全国紙とを比較し、災害時における情報の意義とメディアの役割について自 

分の意見をもつ。【読む能力】 

（２）本時の展開 

学習活動 教師の支援 評価 

（評価方法） 

本時のめあてと活動の確認をする 

 

 さまざまな意見を踏まえ、災害時におけ

る情報の意義とメディアの役割について

自分の意見をもつ。 

・前時までに個人で新聞記事に

書き込んだことをグループで意

見交換することで、テーマにつ

いて考えていくことを確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆【読む能力】

地方紙と全国

紙 と を 比 較

し、災害時に

おける情報の

意義とメディ

アの役割につ

いて自分の意

見をもってい

る。（観察・新

聞記事・リー

フレット） 

同じ記事のグループで意見交換（１５分） 

・新聞記事を貼った模造紙に、自由に書き

込みながら自分の意見を伝える。 

＜各グループで比較する新聞記事＞ 

・３月１２日の地方紙と全国紙の比較 

・３月１４日の地方紙と全国紙の比較 

・３月１２日の全国紙と３月１４日の全国

紙の比較 

・３月１２日の地方紙と３月１４日の地方

紙の比較 

・３月１２日と３月１４日の壁新聞と３月

１４日の地方紙との比較 

 

・他のグループの人たちに自分

たちのグループの意見を伝える

ために、メモを取りながら聞く

ことを確認する。 

リーダー以外のメンバーは別のグループに行く。 

違う記事のグループで意見交換（１５分） 

・リーダーはグループの意見を説明する。 

・それぞれが自分のグループで出た意見を

伝え、模造紙に書き込んでいく。 

・模造紙への書き込みをもとに、テーマに

ついて考える。 

・ホワイトボードに、テーマにつ

いての自分たちの意見を書き、

黒板に貼って発表することを確

認する。 

全体交流～各グループで出た意見を発表する。（1 分×5 グループ） 

振り返り（個人） 

・交流を踏まえた自分の意見を、リーフレ

ットに書く。 

・自分の考えの深まりや広がり

を確かめさせる。 

 

（３）本時の評価 

 十分満足できると判断される

生徒の具体例 

おおむね満足できると判断さ

れる生徒の具体例 

支援を必要とする生

徒への指導の手立て 

 

読む 

能力 

地方紙と全国紙とを比較し、

教科書教材での学びや交流を

踏まえて、災害時における情

報の意義とメディアの役割に

ついて複数の観点を根拠とし

て自分の意見をもっている。 

地方紙と全国紙とを比較し、

教科書教材での学びや交流を

踏まえて、災害時における情

報の意義とメディアの役割に

ついて自分の意見をもってい

る。 

新聞記事への記述を

もとに観点を一つに

絞らせ、それについて

自分はどう思うかを

考えさせる。 



 


